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日本病跡学雑誌に掲載された本論文（2011 年）は、宮崎駿の体感体験を、精神医学用語

である「セネストパチー（体感異常症）」を用いて考察した。ただし、「セネストパチーと

は異なる」という論旨であり、積極的に近いと位置づけられる概念を提示したわけではな

い。その後、筆者は、「共感覚 (synesthesia)」が、この体感体験を説明するのに適してい

るのではないかと考えるようになった。 

共感覚とは、「ある刺激に対して別の領域の感覚が生じる現象」4)であり、共感覚者は、

文字や数字に色がみえたり、音や言葉を聞いて色を感じたり、味に形が伴うといった知覚

現象を体験している。共感覚の報告は古くからあったが、1980 年に神経科医のサイトウィ

ックが、味覚から触覚が誘発される一人の共感覚者と出会い、ポジトロン断層法の結果を

報告したことで再評価されるようになった 1)。心理学者のハリソンらは、「色聴」（音から

色が誘発される共感覚）を対象とした functional MRI（fMRI）の結果を報告した 5)。さ

らに、共感覚者自身が自らの体験を記した著書も出版された 3)。2009 年には、共感覚研究

の第一人者サイトウィックと神経科学者イーグルマンが、これまでの研究成果を考察した

解説書を出版し 2)、共感覚と創造性との関連にも言及している。 

共感覚は「結合した感覚」を意味し、数字や文字を見ると色がみえる「書記素→色」や、

曜日や月といった時間単位に色が伴う「時間単位→色」、言葉や音楽から色が知覚される「音

声要素→色」などがある。それ以外にも、「味→色」「音→味」「音→触覚」「匂い→触覚」

「触覚→味」「光景→音」など、多種多様なパターンがあり、また五感（視覚、聴覚、嗅覚、

味覚、触覚）以外に、認知特性が関与する「パーソナリティ→色」「情動→色」「パーソナ

リティ→匂い」などもある。共感覚の成因仮説についてサイトウィックらは、「さまざまな

脳領域どうしのクロストーク（混信）が多くなっている」ことが原因であり、また「先天

的なものであるが、生育環境との相互作用も必要で、幼少期に文字、数字、食べ物のカテ

ゴリーといった文化的に学習される事物に触れる必要がある」と考察した 2)。脳機能画像

研究（fMRI）では、「単語→色」の共感覚者を対象に、単語を聞くことによって、色覚に

特化した脳の視覚領域（V4）が活性化するという所見が見出されている 2)。 

宮崎駿の体感体験は、怒りという情動反応を引き金にして、「身体中の毛穴から黒いどろ

どろとしたものが出てくるような感じ」という身体感覚（触覚）が誘発される。これは「情

動（怒り）→触覚」の共感覚と考えることができる。共感覚としては稀なタイプとなるが、

理論上は有り得るものであり、サイトウィックらの共感覚の定義（「引き金となる刺激によ



って、引き金とは異なる物理的属性ないしは概念的属性の知覚が、自動的、不随意に、感

情をのせて、意識にのぼるかたちで誘発される」2））にも矛盾しない。 

 「情動」が関与する共感覚としては、「人や物のまわりに色つきの輪郭ないしはオーラが

見える」という知覚現象が報告されている 2)。このタイプの共感覚者は、その出所が相手

だと誤解することが多いが、実際には自分が相手をどう感じているかという情動的判断が

引き金になっており、以下のような例がある。「怒りは赤いと一般に言われますが、私は紫

色が見えます。うちの子どもたちに本気で腹を立て、怒鳴りつけていると、子どもたちの

うしろに紫色の背景が見えます。子どもたちの頭がその背景と接するところは、オーラの

ように、黄色の光が紫色のなかに入りこんでいます。そしてゆっくり消えていきます」2)。

同様に、「鈴木さんから、黒い粉が落ちていたのがみえた」との宮崎駿の発言は、他者（鈴

木敏夫）に投影された「情動→視覚」の共感覚として理解することも可能だろう。 

 「自分の感覚体験を他者も経験していると思い込んでいる」というのも、共感覚者と宮

崎駿の共通点である。宮崎駿は自分の感覚体験に関して、「自分にあるものですから、みん

なに共通しているのかと思っていた」「そういうのをみんな持ってるんだろうと思ってたん

です」と語っている。共感覚者も、物心ついたときには既に共感覚があり、それが誰にで

もあると信じて疑わないが、あるとき自分の知覚が例外的なものだと知り、「他人が世界を

知覚する仕方が自分とは異なっているのを発見して驚く」5)ことが多いといわれている。 
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